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○ 市民生活・環境分野
事　業　名 評価結果（挙手人数） 市 民 評 価 委 員 の 主 な 意 見

バースコントロール
（犬・猫の避妊手術費）
補助金交付事業

事業内容の見直し…４
廃止…………………１
民間実施……………１
事業規模の縮小……１
現状維持……………１

・有効性、効率性の視点から十分とは言えない。他事例を調査、研究するこ
とが必要である。
・猫に特化するなど、補助の方法を考える必要がある。
・基本的には飼い主の責任において避妊手術を行うべきであり、犬猫の飼い
主に対する意識啓発を強化すべき。
・他自治体に先駆け、猫の登録制度の導入を検討すべき。
・補助金の交付だけでは、不幸にも処分される犬猫の数は減少しない。

新エネルギー活用
施設設置費
補助金交付事業

事業内容の見直し…６
事業規模の拡大……１
現状維持……………１

・一定の期限もしくは目標普及率による期限を設けた補助金交付とすべき。
・太陽光発電だけでなく、他の新エネルギー活用施設への補助支援も高める
必要がある。

・施設の設置も必要だが、小中学校などでの教育も併せて行うべき。
・環境行政を積極的に進めるべき。

市営住宅管理
運営事業

民間委託……………４
現状維持……………２
事業内容の見直し…１
その他………………１

・経費、人員の削減は必要だが、サービスの低下は避けなければならず、他
自治体などの事例を参考に、より良い運営方法を検討すべき。

・民間への委託や指定管理者化を進めるとしても、市のチェック体制の強化
や個人情報の保護の徹底を図らなければならない。

・福祉施策と連携を図り、効率的に実施すべき。
・滞納者に対する強い対応が必要と考える。

○ 産業経済・建設分野
事　業　名 評価結果（挙手人数） 市 民 評 価 委 員 の 主 な 意 見

上田地域産業展
運営助成金交付事業

事業内容の見直し…４
事業規模の拡大……３
現状維持……………１

・行政として、地域の企業を知る努力をすべき。
・内向きのPRだけでなく、インターネットなどを利用したアジア等への外
向きのPRも重要と考える。
・ビジネスチャンスの場として、有効的、機能的な開催方法を検討すべき。

別所温泉森林公園
管理運営事業

民間実施…………４※1

事業内容の見直し…３
廃止…………………２

・市の事業として継続する意味は極めて小さい。民間に譲渡し、既存施設を
含めた独自の包括的な運営がベストと考える。

・観光部局や教育委員会等と連携し、誘客や活用が図られる施策（PR方法）
を考える必要がある。

上下水道使用料等
徴収事業

事業内容の見直し…５
その他………………２
現状維持……………１

・先進自治体の事例を参考に、コストダウンにつながる業務改善を進めると
ともに、包括的な委託化の手法を検討する必要がある。

・業務委託化にメリットが認められれば、時間をかけずに早急に進めるべき。
ただし、チェック体制、危機管理体制については検討が必要である。

平成22年度

「市民による事業評価」
　２月５日・６日に「市民による事業評価（市民参加・公開型事業仕
分け）」を実施しました。２日間で約160名が傍聴する中、32名の市
民評価委員が市担当者との意見交換を通し、４分野12事業を評価し
ました。
　現在、市では事業評価の結果と市民評価委員から出された意見を
踏まえ、改革方針の決定に向け、検討を行っています。その結果に
ついては、広報うえだなどで市民の皆さんにお知らせしていきます。

※1　市民評価委員の評価が同数となったため、コーディネーターが意見表明をした結果を反映したものです。



○ 行財政・教育文化分野
事　業　名 評価結果（挙手人数） 市 民 評 価 委 員 の 主 な 意 見

広報事業
（広報うえだ・ホームペー
ジ・行政チャンネル行政
チャンネルなど）

事業内容の見直し…６
事業規模の拡大……１
収入の確保…………１

・「市民参画によるまちづくり」につながるシステムづくりを検討すべき。
・行政チャンネルは市民にとってより有効なものとするため、ジャンルを明
確にし、時機をとらえた放送とすべき。

・市民からの評価を受ける機会を設けるべき。
上田
情報ライブラリー
管理運営事業

事業内容の見直し…５
現状維持……………３

・社会教育の視点に立った場合、民間活力の導入が妥当なのかを、市として
明確に打ち出すべき。
・費用面、サービス面を検証し議論を重ねた上で、指定管理者制度を導入す
べきかどうかを決定する必要がある。
・図書館職員としての育成を考慮し、継続性を持った人員配置が必要である。

市民の森
わしば山荘
管理運営事業

民間委託……………５
事業内容の見直し…２
廃止…………………１

・現状の施設では利用者増は見込めないため、抜本的な施設整備が必要であ
る。市民の森全体のスケールメリットを生かした指定管理者化を目指す必
要がある。
・学校教育やクラブ活動としての利活用を積極的にPRすべき。

○ 健康福祉分野
事　業　名 評価結果（挙手人数） 市 民 評 価 委 員 の 主 な 意 見

父・母と子の集い
事業

事業内容の見直し…７
事業規模の拡大……１

・希望者数に対し、参加者数が極端に少ないのは問題であり、より多くの方
が参加できる内容、手法を検討すべき。

・ディズニーランドツアーである必要性は低く、親と子のコミュニケーショ
ンを第一に考慮すべき。また、他家庭との交流の場としての考え方も必要
である。

・対象者のニーズを把握する必要がある。
子育てサポーター
養成事業

事業規模の拡大……４
事業内容の見直し…３
廃止…………………１

・子育てサポートのニーズが高いことから、有効的なPRを行うとともに、他
部署と連携をとり、サポーターの活動の場を広げていくことが必要である。

・支援を受けたい人と支援をしたい人とを結びつける方策を検討すべき。
・活動にやりがいを感じられるものを確立するとともに、サポーターの組織
化を目指すべき。

友愛訪問事業 廃止…………………７
事業内容の見直し…１

・目的や必要性は理解できるが対象者が限定的であり、実施主体や手法、内
容が適切であるとは言えない。
・事業開始時期（昭和57年）と状況は変わっている。
・民生委員、健康推進委員との関係を明確にすべき。

事業評価（広報事業）
傍聴者の感想
　国や県でも事業評価をやっていて、事
業評価に興味があったので、見学に来ま
した。国だと蓮

れん

舫
ほう

さんとか目立っていま
すよね。国の事業評価に比べて、穏やか
に話し合いが進んでいる印象を受けまし
た。内容的には参考になりました。
　広報は、良く読んでいます。議論にも
あったように、市民の視点を入れて欲し
いです。市民の声が反映する広報であっ
て欲しいですね。

市民評価委員の
感想
　自分の知りたいことを
質問するのが、精一杯で
した。建設的な意見が出
ていたと思います。

　なお、評価結果は、そのまま改革方針として採用
されるものではなく、関係団体等との協議、調整、
検討などを行い、市が最終的な方向性を決定します。
　「市民による事業評価」に対するご意見ご提案など
をお寄せください。
　 行政改革推進室　TEL23・5163　FAX25・4100　
　　Eメール ： gyokaku@city.ueda.nagano.jp

伊藤文
ふみ

子
こ

さん（金井） 山嵜庸子さん
（行財政・教育文化分野）

当日は、上田ケーブルビジョン・丸子テレビ放送での生放送と、インターネット中継が行
われました。なお、上田市行政チャンネルで３月末までの毎日、事業評価の模様を放送し
ているほか、上田市ホームページからも、番組をご覧いただけます。
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●
定
住
自
立
圏
構
想
と
は

　

定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
急
速
な
人
口

減
少
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、｢
中

心
市｣

（
※
１
）と｢

周
辺
市
町
村｣

（
※
２
）が
相

互
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

つ
の
圏
域
を
形
成
し
、
人
口
定
住
や
地
域

の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
国
の
政
策
で

す
。

　

上
田
市
で
は
、
東
御
市
、
青
木
村
、
長

和
町
、
坂
城
町
、
立
科
町
の
５
市
町
村
と

と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
上
田

地
域
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に

は
、「
中
心
市
宣
言
」、「
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
の
締
結
」、「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
」の
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を

経
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
中
心
市
宣
言
と
は

　

周
辺
市
町
村
と
地
域
全
体
に
お
け
る
人

口
定
住
の
た
め
に
連
携
し
よ
う
と
す
る
中

心
市
が
、
圏
域
に
必
要
な
生
活
機
能
の
確

保
を
行
う
上
で
、
中
心
的
な
役
割
を
担
う

意
思
を
有
す
る
こ
と
等
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

　

上
田
市
で
は
、
こ
の
２
月
３
日
に
中
心

市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

●
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
と
は

　

中
心
市
と
周
辺
市
町
村
が
、
連
携
し
て

行
う
取
組
内
容
や
役
割
分
担
等
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議
決
を
得
て
１

対
１
で
協
定
を
締
結
し
ま
す
。

　

協
定
の
締
結
に
当
た
っ
て
は
、「
生
活

機
能
の
強
化
」、「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
」、「
圏
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
の
強
化
」の
三
つ
の
分
野
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
の
取
り
組
み
を
定
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

上
田
地
域
で
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、

「
医
療
、
福
祉
、
教
育
・
文
化
、
環
境
、

産
業
振
興
」、「
地
域
交
通
、
地
産
地
消
、

定
住
促
進
」、「
人
材
育
成
」に
関
す
る
取

り
組
み
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
協
定
の
締
結
に
向
け
周
辺
市
町

村
と
協
議
を
進
め
る
中
で
具
体
的
な
取
り

組
み
項
目
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

●
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

　
と
は

　

協
定
で
締
結
さ
れ
た
取
組
内
容
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
算
、

圏
域
の
将
来
像
な
ど
を
記
載
す
る
も
の

で
、
中
心
市
が
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
関
係
す
る
団
体
の
代
表
者
や
地
域

の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る「
圏
域
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
懇
談
会
」で
の
検
討
を
経
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
の
取
り
組
み
は
、
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

上
田
地
域
定
住
自
立
圏

２
月
３
日
に「
中
心
市
宣
言
」

※１｢中心市｣とは、人口５万人
程度以上、昼間の人口を夜
間の人口で割った率が１以
上の市。

※２｢周辺市町村｣とは、中心市
と近接し、経済、社会、文化
または住民生活等において
密接な関係を有する市町
村。
　※通勤通学の10％等の要
素も考慮して、関係市町
村において判断

（写真右から）中沢坂城町長、宮原青
木村長、母袋市長、花岡東御市長、
羽田長和町長、小宮山立科町長
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③定住自立圏共生ビジョン（中心市が作成）

●定住自立圏形成のイメージ

周辺
市町村

周辺
市町村

周辺
市町村

周辺
市町村

周辺
市町村

周辺
市町村

中心市と近接し、経済、
社会、文化または住民
生活等において密接な
関係を有する市町村

中心市

人口５万人程度以上
昼夜間人口比率１以上

中心市と連携する意思を有
する周辺市町村の意向に配
慮しつつ、地域全体のマネ
ジメント等において、中心
的な役割を果たす意思等を
公表

①中心市宣言

協定

協定

協定

協定

協定

②定住自立圏形成協定

協定

　 政策企画課　TEL23・5112

中
心
市
宣
言（
要
旨
）

　

我
が
国
の
総
人
口
は
、
今
後
、
都
市

圏
・
地
方
圏
と
も
に
急
速
に
減
少
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
特
に
地
方

圏
に
お
い
て
は
、
大
幅
な
人
口
減
少
、

お
よ
び
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
地
域
活

力
の
低
下
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
等

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
誰
も
が
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
地
域
を
形
成
し
、

地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
た

め
、
市
町
村
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
圏
域

全
体
を
見
据
え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
自
主
的
・
自
立
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

上
田
市
は
、
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、

大
規
模
商
業
施
設
の
立
地
や
中
心
市
街

地
の
形
成
、
史
跡
上
田
城
跡
を
は
じ
め

と
す
る
歴
史
遺
産
の
存
在
な
ど
、政
治
・

経
済
・
文
化
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

東
御
市
、
青
木
村
、
長
和
町
、
坂
城

町
、
立
科
町
で
は
、
農
業
・
商
工
業
等

の
産
業
、
貴
重
な
歴
史
・
文
化
資
産
、

自
然
環
境
な
ど
の
優
れ
た
地
域
資
源
が

あ
り
、
圏
域
の
住
民
は
こ
れ
ま
で
も
相

互
に
恩
恵
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。

　

定
住
自
立
圏
の
形
成
は
、
上
田
市
と

周
辺
市
町
村
が
持
つ
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
圏
域
全
体
の
発
展
を
図
る
上
で
、

各
市
町
村
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

上
田
市
は
、
地
域
の
母
都
市
と
し
て

の
気
構
え
と
中
心
市
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
周
辺
市
町
村
と
の
連
携
を
更
に

深
め
、
圏
域
全
体
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
将
来

に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
、
魅
力
溢あ
ふ

れ
る
上
田
地
域
定
住
自
立

圏
の
形
成
を
目
指
す
こ
と
を
こ
こ
に
宣

言
し
ま
す
。

平
成
23
年
２
月
３
日

　
　
　
　

上
田
市
長　

母
袋　

創
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上
田
市
で

投
票
で
き
る
方

・
平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。

・
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
上
田

市
に
住
民
登
録
を
し
、
上
田
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
投
票
の
日
に
引
き
続
き
上

田
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。

●
県
内
の
市
町
村
に
転
出
し
た
方

が
、
上
田
市
で
投
票
で
き
る
場
合

　

上
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
、
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
市

外
へ
転
出
し
た
方
で
、
次
の
要
件
を

満
た
す
方
は
、
上
田
市
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

・
県
内
の
市
町
村
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
こ
と（
上
田
市
転
出
後
の

住
所
の
異
動
は
１
回
に
限
ら
れ
ま

す
）。

・
転
出
先
の
市
町
村
で
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

・「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」を
提
示
す
る
こ

と
。

※
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転
出

し
た
方（
転
出
先
で
住
民
登
録
）

は
、
転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
住
所
の
あ
る
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
場
券

　

投
票
の
資
格
が
あ
る
方
へ
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
投

票
所
入
場
券（
は
が
き
）を
郵
送
し
ま

す
。

　

は
が
き
を
開
く
と
１
枚
に
世
帯
単

位
で
６
人
ま
で
が
連
記
で
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
７
人
以
上
の
場
合
は
、

複
数
の
は
が
き
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
投
票
所
へ
行
く
と

き
に
は
、
開
い
た
は
が
き
を
個
人
ご

と
に
切
り
離
し
て
、
本
人
の
分
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
所

　

投
票
所
の
場
所
は
、
郵
送
で
送
付

す
る
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
。

　

ご
確
認
の
う
え
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
市
内
で
転
居
し
た
方
の
投
票
所

・
３
月
11
日
ま
で
に
市
内
転
居
の
届

け
出
を
し
た
方
は
、
転
居
後
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

・
３
月
12
日
以
降
に
市
内
転
居
の
届

け
出
を
し
た
方
は
、
転
居
前
の
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

投
票
の
方
法

　

図
の
と
お
り
、
受
付
を
済
ま
せ
た

後
、
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
ま
す
。

候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し
、
投
票
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
体
が
不
自
由
な
た
め
、
ご
自
分
で

書
け
な
い
方
は
、
投
票
所
の
係
員

が
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
記
入
す

る「
代
理
投
票
」の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
投
票
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

目
が
不
自
由
な
方
は
点
字
で
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は

簡
単
・
便
利

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

今回の選挙は、今後の長野県政を託す人を選ぶ大切な選挙です。
必ず投票して、あなたの貴重な一票で私たちの未来を築きましょう。

　上田市選挙管理委員会　TEL23・5438

選挙公報は新聞折込などにより各家庭に配布します。
新聞を未購読の場合でも新聞配達者から配布されます。

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

期
日
／
平
成
23
年
４
月
10
日
㈰
　
投
票
時
間
／
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
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票
所
へ
行
か
れ
な
い
方
に
は
、
投
票

日
前
に
投
票
を
済
ま
せ
る「
期
日
前

投
票
」の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
上
田

市
で
投
票
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
、
住

所
に
関
係
な
く
市
内
７
か
所
の
期
日

前
投
票
所
の
い
ず
れ
の
場
所
で
も
期

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
２
日
㈯
〜
９
日
㈯
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
所　

上
田
市
福
祉
会
館
２
階
、

お
よ
び
丸
子
・
真
田
・
武
石
・
豊
殿
・

塩
田
・
川
西
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物　

投
票
所
入
場
券（
届
い

て
い
る
場
合
）、
市
外
へ
転
出
し

た
方
は「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

　

障
害
者
手
帳（
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
）を
持
っ
て
い
て
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
や
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
に
要
介
護
５
と
記
載
さ
れ

て
い
る
方
は
、
在
宅
の
ま
ま
郵
送
な

ど
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
所
定
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

病
院
な
ど
で
の

不
在
者
投
票

　

指
定
さ
れ
た
次
の
施
設
で
は
、
そ

の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

病
院
長
な
ど
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
上
田
市
内
の
指
定
施
設

　

長
野
病
院
、
安
藤
病
院
、
千
曲
荘

病
院
、
上
田
病
院
、
小
林
脳
神
経

外
科
神
経
内
科
病
院
、柳
澤
病
院
、

報
恩
寮
、
長
寿
園
、
室
賀
の
里
、

ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
う
え
だ
敬
老
園
、
ケ
ア

ハ
ウ
ス
う
え
だ
敬
老
園
、
上
田
し

い
の
み
園
、
し
い
の
み
療
護
園
、

御
所
苑
、
ほ
の
ぼ
の
、
チ
ェ
リ
ー

ガ
ー
デ
ン
、
鹿
教
湯
病
院
、
三
才

山
病
院
、
い
ず
み
の
、
丸
子
中
央

総
合
病
院
、
滝
澤
病
院
、
ケ
ア
ま

る
こ
、
し
お
が
わ
敬
老
園
、
ベ
ル

ポ
ー
ト
ま
る
こ
東
、
ベ
ル
ポ
ー
ト

ま
る
こ
西
、ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
、

と
も
し
び

他
市
町
村
で
の

不
在
者
投
票

　

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
も

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
所
定

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
投
票
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　

候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た

選
挙
公
報
を
、
４
月
８
日
㈮
ま
で
に

新
聞
折
り
込
み
な
ど
に
よ
り
各
家
庭

に
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
役
所
、
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
、
お
よ
び
公
民
館
な
ど
に
も

置
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　

上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
投
票

所
の
場
所
を
示
す
地
図
や
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

7



  上田市役所 TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹   丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹
  真田地域自治センター TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹   武石地域自治センター TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹ 
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　森林は、生物多様性の保全、土砂災害の防止、水源
のかん養、保健休養の場の提供など多くの多面的機能
があり、私たちの生活と深くかかわっています。
　長野県では、この「緑の社会資本」である森林を健全
な姿で次世代に引き継ぐために、平成20年４月から「長
野県森林づくり県民税」（森林税）を導入し、皆さんか
らいただいた税金や国の補助金を活用して、間伐など
の森林づくりを推進しています。間伐をすることで、
幹や根の成長が促進され、二酸化炭素（CO2）の吸収を
高めるとともに、災害に強い森林になります。
　また、集落周辺の里山を手入れすることにより、見
通しも良くなり、野生鳥獣が出没しにくい環境にもな
ります。
　市では、森林税を活用して里山での間伐を積極的に
推進していくため、申し出のあった地区の間伐を計画
的に実施しています。

「森林税」を活用した森林づくりを行っています

里
山
で
の
間
伐
を
積
極
的
に
推
進

「
花
の
種
銀
行
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●上田市における森林税を活用した間伐の実績と計画

平成20年度実績
（６団地／40ha）

平成21年度実績
（14団地／126ha）

平成22年度計画
（19団地／240ha）

山田地区
塩尻地区
鹿教湯地区
ほか３地区

奈良尾地区
生塚地区
古安曽地区
角間地区
ほか10地区

秋和地区
須川地区
西前山地区
上小寺尾地区
ほか15地区

　上小地方事務所林務課　TEL25・7138
　　 森林整備課　　　　　TEL23・5124

整備前

整備後

手入れの遅れている里山も間伐により、
きれいになりました。
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上田市を花や緑あふれる美しいまちに

利用方法  
市内の花が好きな方、花を種から育てたい方ならどな
たでも口座を開設できます。口座を開設した方に花の
種を貸し出し、花を育てて楽しんでいただいた後、収
穫できた種を返却してもらうシステムです。
返却された種は、翌年の銀行の元金として活用させて
いただきます。
現在、春まき用の種も多数用意していますので、この
機会にぜひご利用ください。

●「花を育て隊」を募集しています
市が管理している花壇（上田城跡公園、常田新橋小牧側、
上田駅お城口広場など）へ花を植えていただくボラン

ティア「花を育て隊」を常時募集しています。
現在約90名の会員が活動していますが、どなたでも参
加できますので、電話、FAXなどでお申し込みください。
作業日の前に日程など詳細を連絡します。都合のよい
時にご参加ください。
夏は「ニチニチソウ」や「ペチュニア」、「マリーゴールド」
など、秋は「ビオラ」の苗を植えています。花好きの皆
さんと一緒に楽しく作業してみませんか？
詳しくは上田市ホームページをご覧ください。花の種
銀行便りも掲載しています。
　 公園緑地課　TEL23・5134　FAX23・8247

　花づくりに取り組んでいる方や花づくりを始めたい方をサポートするため、平成13年４月に「花の種銀行」が設立さ
れました。現在、会員数は700名を超え、市民の皆さんに広く利用していただいています。上田市を花や緑あふれる
美しいまちにするため、まず私たち一人ひとりが、小さな一歩を踏み出してみませんか？

守
っ
て
掲
出
し
て
く
だ
さ
い

屋外広告物はルールを守って
　上田市では、屋外に表示・設置される看板やのぼり旗などの広告物（屋外広告物）の乱立を防ぎ美観を維持
するため、長野県屋外広告物条例に基づき、屋外広告物の表示・設置に関する規制を行っています。
　しかし、屋外広告物を掲出することが禁止されている物件（禁止物件）で、「のぼり旗」などを設置している
といった例が多く見受けられます。
　上田市の良好な景観保持と、公衆への危険防止にご協力をお願いします。

禁止物件 　
信号機、交通標識、道路上の柵、ガードレール、街路
灯、電柱、カーブミラー、街路樹、火災報知機、消火栓、
公衆電話ボックス、道路交通上の管理施設など。
なお、公職選挙法その他の法令の規定に基づく選挙運
動のために表示・設置するもの、法令の規定により表示・
設置が義務付けられたものは禁止物件でも掲出が可能
です。
詳しくは、上田市ホームページをご覧ください。
　 都市計画課　TEL23・5127

いずれも禁止され
ている例です。
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

妊
婦
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

1

検
査
費
用
の
補
助
申
請

　

上
田
市
で
は
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査

の
標
準
的
な
検
査
項
目
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

1

（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）抗
体
検
査
を
追
加

し
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象　

平
成
22
年
10
月
６
日
〜
23
年
３

月
31
日
ま
で
に
検
査
を
受
け
た
方

●
申
請
期
限　

４
月
28
日
㈭

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

人
工
透
析
の
た
め
の

通
院
費
助
成
制
度

　

腎
臓
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
、
人
工
透

析
の
た
め
に
通
院
す
る
交
通
費
を
一
部
助

成
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
期
間
は
、
平
成

22
年
10
月
〜
23
年
３
月
ま
で
で
す
。

●
対
象　

①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方　

①
市
内
在
住
で
人
工
透
析
を
受
け

て
い
る
方
。
②
片
道
２
㎞
以
上
の
距
離

を
通
院
し
て
い
る
方
。
③
市
税
に
滞
納

が
な
い
方
。

●
申
し
込
み　

必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
３
月
22
日
㈫
ま
で
に
福
祉
課

ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
郵
送
も
可
能
で
す
。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

重
度
心
身
障
害
者
の

タ
ク
シ
ー
利
用
料
を
助
成

●
対
象　

①
〜
⑤
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
②

療
育
手
帳
Ａ
１
の
方
ま
た
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
で
下
肢
、ま
た
は
体
幹
機
能
、

お
よ
び
視
覚
障
害
１
・
２
級
の
方
。
③

世
帯
全
員
の
平
成
21
年
所
得
税
額
の
合

計
が
２
万
１
０
０
０
円
以
下
の
方
。
④

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
な
い
方
、
⑤
市
税
に
滞
納

が
な
い
方
。

●
助
成
額　

８
８
０
円（
利
用
１
回
当
り
）

●
利
用
回
数　

最
大
で
年
24
回（
４
月
ま

で
に
申
請
し
た
場
合
）

●
申
し
込
み　

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
丸
子
・

真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康

福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
22
年
度

受
給
者
に
は
、申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
４
月
か
ら
の
助
成
を
希
望
す
る
方
は
、

３
月
14
日
㈪
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
５
８

麻
し
ん
風
し
ん
の

予
防
接
種
は
お
済
で
す
か
？

　

22
年
度
の
麻
し
ん（
は
し
か
）、
風
し
ん

予
防
接
種
第
２
・
第
３
・
第
４
期
の
接
種

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
進
学
や
就
職
の

際
に
、
接
種
が
済
ん
で
い
る
か
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
大
切
な
予
防
接
種
で
す
。

　

未
接
種
の
方
は
、
３
月
31
日
㈭
ま
で
に

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
こ
の
期
間
内
の
接

種
は
、
法
定
扱
い
で
無
料
で
す
。
実
施
医

療
機
関
に
予
約
を
し
て
か
ら
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
第
１
期
の
対
象
者
は
２
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象　

第
１
期
／
生
後
12
〜
24
か
月
未

満
児
、
第
２
期
／
保
育
園
・
幼
稚
園
の

年
長
に
相
当
す
る
年
齢
の
児
童
、
第
３

期
／
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の

方
、
第
４
期
／
高
校
３
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
方

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ
コ
ー
ル

の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
な
ど
の
防
止
の

た
め
、「
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」を
設
け
、
皆
さ
ん
の
車
の
不
具
合
情

報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
月
〜
金
曜
日
の
日

中
）　

TEL
０
１
２
０
・
７
４
４
・
９
６
０

・
自
動
音
声（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

　

TEL
03
・
３
５
８
０
・
４
４
３
４

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
付

　

w
w
w
.m
lit.go.jp/RJ/

　

長
野
運
輸
支
局
検
査
整
備
保
安
部
門

　
　

TEL
０
２
６
・
２
４
３
・
５
５
２
５

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
で
水
路
を
整
備

　

発
電
施
設
の
あ
る
市
町
村
に
交
付
さ
れ

る「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」で
、
丸

子
地
域
郷
仕
川
原
地
区
の
農
業
用
排
水
路

改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
42
・
１
０
１
１

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

臨
時
休
館
の
ご
案
内

　

３
月
23
日
㈬
は
、
施
設
整
備
の
た
め
臨

時
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
表
紙

　２月８日、戸沢地区の道祖神ま
つりが行われました。
　朝８時頃、就学前の子どものい
る家々から、わら馬を引いた子ど
もと母親が集落中心の道祖神に集
まり、「ねじ」を供えてお参りし、
わが子の無病息災を祈りました。
　この道祖神まつりで全国的にも
珍しいのは、赤や緑に色づけし、
木の葉や動物などに形づくられた
「ねじ」と呼ばれる米粉の餅です。
「戸沢のねじ行事」として国の選択
無形民俗文化財に指定されていま
す。この伝承行事の情景を撮影し
ようと、多くのカメラマンや報道
関係者で今年もにぎわいました。

戸沢のねじと馬引き行事

お
知
ら
せ
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な
お
、
３
月
15
日
㈫
は
通
常
営
業
し
、

22
日
㈫
は
定
休
日
と
な
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

特
定
最
低
賃
金
が

改
正
に
な
り
ま
し
た

　

県
内
の
特
定
産
業
で
働
く
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る「
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
」

が
、
電
子
部
品
、
電
気
・
情
報
通
信
機
械

器
具
等
製
造
業
は
７
８
３
円
、汎
用
機
械
、

自
動
車
・
同
付
属
品
等
製
造
業
は
７
９
４

円
、
小
売
業
は
７
５
１
円
、
印
刷
、
製
版

業
は
７
４
６
円
に
平
成
22
年
11
月
か
ら
12

月
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
他
の
事
業
所
で
働
く
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る「
長
野
県
最
低
賃
金
」は
平
成
22
年

10
月
29
日
か
ら
６
９
３
円
に
改
正
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
賃
金
の
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
田
労
働
基
準
監
督
署

TEL
22
・
０
３
３
８

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
で
水
道
管
を
整
備

　

発
電
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
に
交
付

さ
れ
る「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」を

活
用
し
て
、
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給
に

向
け
、
真
田
地
域
大
庭
地
区
の
配
水
管
布

設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
72
・
２
２
０
２

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

第
４
回
神
川
版
画
ク
ラ
ブ

作
品
展

　

山
本
鼎
の
活
動
し
た
神
川
地
区
で
、
版

画
の
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
る「
神
川
版

画
ク
ラ
ブ
」の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
特
別
企
画
と
し
て「
版
画
で
み

る
う
え
だ
」の
展
示
も
行
い
ま
す（
入
場
料

無
料
）。

●
日
時　

３
月
９
日
㈬
〜
14
日
㈪
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
上
田
店
３

階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

　

神
川
版
画
ク
ラ
ブ（
福
澤
）

　
　

TEL
23
・
６
７
０
７

第
10
回
弥
生
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
日
時　

３
月
20
日
㈰
午
前
10
時
ス
タ
ー

ト（
９
時
30
分
受
付
開
始
、
天
候
状
況

に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
あ
り
）

●
集
合
場
所　

川
西
公
民
館

●
コ
ー
ス　

田
園
風
景
と
浦
野
宿
、
推
定

東
山
道
を
歩
く
春
の
散
歩
道
10
㎞

●
参
加
費　

小
中
学
生
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
員
５
０
０
円
、
一
般
１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽

子
、
タ
オ
ル
、
防
寒
着
な
ど
。

●
申
し
込
み　

電
話
で
事
務
局
へ（
当
日

受
付
可
）。

　

上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
　
（
上
田
ス
タ
ー
商
会
内
）

　
　

TEL
35
・
０
２
４
６

第
31
回
上
田
合
唱
祭

　

上
田
市
合
唱
団
体
連
絡
協
議
会
加
入
の

26
合
唱
団
体
と
、
上
田
高
校
混
声
合
唱
班

に
よ
る
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
６
日
㈰
午
前
の
部
／
10
時

30
分
開
演
、
午
後
の
部
／
１
時
開
演
。

４
時
終
了
予
定
。

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

　
　
　
　
　
　
　
　

丸
子
金
子
図
書
館

お
話
会

　

職
員
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

お
知
ら
せ
／
催
し

　市長表彰は、学術、芸術、スポーツなど各種分野の全国的
規模の大会等において優秀な成績を収めた方の功績を顕彰さ
せていただくための表彰制度です。
　２月８日、市役所で、第61回日本実業団水泳競技大会にお
いて、優秀な成績を収めた選手を表彰しました。（敬称略）

上田市長表彰
スポーツ分野で活躍した選手を表彰

お知らせ

受賞者名 受賞理由（成績）

丸山　亮
りょう

子
こ 第61回日本実業団水泳競技大会
一般女子50m平泳ぎ／第１位

　 体育課　TEL23･6372
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春
休
み
会
社
見
学
会

　

親
子
で
も
の
づ
く
り
の
現
場
を
見
て
地

元
企
業
を
身
近
に
感
じ
、
も
の
づ
く
り
へ

の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
地
元
企
業
と
協

力
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
見
学
先
企
業

・
３
月
23
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
／
日
置
電
機
㈱（
上
田
市
）・
午
後
２

時
〜
４
時
／
㈱
青
木
固か
た
し

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ（
坂
城

町
）

・
３
月
29
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時
／
㈱
ミ

マ
キ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
東
御
市
）

●
対
象　

市
内
の
小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生（
小
学
生
は
必
ず
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

各
16
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

３
月
８
日
㈫
〜
10
日
㈭
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
、
所
定
の
申
込

用
紙
で
商
工
課
へ
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

大
萩
康
司

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

世
界
で
活
躍
す
る
ギ
タ
リ
ス
ト
・
大お
お

萩は
ぎ

康や
す

司じ

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
ま
し

た
。
楽
曲
へ
の
解
釈
と
奏
で
ら
れ
る
音
色

か
ら「
音
の
詩
人
」と
称
さ
れ
る
大
萩
さ
ん

の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
19
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分（
６
時
開
場
）

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
交

流
サ
ロ
ン

●
内
容　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演
奏
、
懇

親
会（
軽
食
あ
り
）

●
定
員　

50
名

●
参
加
費　

５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

参
加
費
を
添
え
て
直
接
館

受
付
窓
口
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

　
　
　
　

丸
子
公
民
館
作
品
展

み
ん
な
発
展
途
上
展

　

丸
子
公
民
館
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

「
み
ん
な
発
展
途
上
展
」で
は
、
今
年
度
開

講
し
た
教
室
と
公
民
館
利
用
者
団
体
な
ど

の
作
品
展
示
お
よ
び
実
演
、
体
験
教
室
を

行
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
11
日
㈮
〜
15
日
㈫
午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
最
終
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

●
場
所　

丸
子
公
民
館

●
内
容

・
展
示
／
折
り
紙
、
自
然
観
察
、
布
あ
そ

び
、
で
ん
ぷ
ん
と
樹
脂
粘
土
、
刻こ
く

字
、

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

・
実
演
／
で
ん
ぷ
ん
と
樹
脂
粘
土（
14
日

午
後
１
時
〜
４
時
）

・
体
験
／
お
手
玉（
11
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
）、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ（
エ

ナ
ガ
の
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
／
11
〜
13

日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、
材
料
費

１
０
０
０
円
）、
折
り
紙（
11
日
午
後

２
時
〜
３
時
）、
ジ
ュ
エ
リ
ー
ク
ロ
ッ

シ
ェ
（
ネ
ッ
ク
レ
ス
／
12
日
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
、
材
料
費
約
３
０
０
０

円
）、
布
あ
そ
び（
ウ
サ
ギ
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
／
13
日
午
後
１
時
〜
３
時
、
材
料
費

３
０
０
円
）、
パ
ド
ル
体
操（
14
日
午
前

10
時
〜
11
時
）

●
申
し
込
み　

材
料
費
の
か
か
る
体
験
教

室
に
参
加
し
た
い
方
は
、
準
備
の
都
合

上
、
３
月
10
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
丸
子

公
民
館
へ
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

　
　
　
　
　
　

千
曲
川
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

今
後
の
信
濃
川
・
千
曲
川
の
あ
る
べ
き

自
然
環
境
を
探
る「
千
曲
川
環
境
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す（
参
加
費
無
料
。

申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

３
月
19
日
㈯
午
後
２
時
〜
５
時

　このほど、平成22年長野県市町村広報コンクールの
結果が発表され、上田市行政チャンネルが広報映像の
部で２番目に当たる優秀賞を受賞しました。受賞の対
象になったのは、昨年11月に放送した「信州上田観光
おもてなし武将決定！真田幸村コンテスト～我こそは
真田幸村なり～」です。
　なお、この番組を行政チャンネルでは次の日時に再
放送します。また、上田市ホームページからもご覧い
ただけます。
●再放送日時　３月10日㈭～16日㈬
　　　　　　　１日８回
　 秘書課　TEL23･5149

行政チャンネルが
県広報コンクールで優秀賞に

お知らせ

催
し



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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30
分

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
内
容　

帰か
え
り

山や
ま

雅
秀
教
授（
北
海
道
大
学

大
学
院
）の
講
演
、
サ
ケ
稚
魚
の
市
民

環
境
放
流
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

　

千
曲
川
流
域
学
会
事
務
局

　
　

TEL
38
・
７
７
７
１

日
本
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

探
訪
ツ
ア
ー（
港
都
横
浜
編
）

　

横
浜
開
港
の
シ
ル
ク
に
関
係
あ
る
史
跡

を
訪
ね
て
、
蚕
種
・
生
糸
輸
出
で
栄
え
た

蚕さ
ん

都と

上
田
の
歴
史
的
背
景
を
探
り
ま
す
。

当
日
の
様
子
は
ビ
デ
オ
収
録
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
し
ま
す
。
な
お
、
日

本
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
や
蚕
都
上
田
の
番
組
づ

く
り
を
し
た
い
市
民
の
方
も
募
集
し
ま
す

（
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
）。

●
日
時　

３
月
26
日
㈯
午
前
７
時
、
上
田

駅
温
泉
口
集
合（
雨
天
決
行
）。

●
場
所　

シ
ル
ク
博
物
館
・
横
浜
開
港
資

料
館
見
学
、
日
本
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
か

か
わ
る
史
跡
等
の
ま
ち
め
ぐ
り
。

●
定
員　

先
着
40
名

●
案
内　

横
浜
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
、
小

泉
勝
夫
氏（
元
シ
ル
ク
博
物
館
部
長
）

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
入
場
料
、
保

険
料
、
資
料
、
昼
食
含
む
。
大
学
生
以

下
は
１
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

３
月
16
日
㈬
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
蚕
都
上
田
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
へ
。

　

蚕
都
上
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　
　
（
竹
内
）　

TEL
／
FAX
38
・
７
７
７
１

地
域
福
祉
推
進
講
演
会

●
日
時　

３
月
16
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

長
野
大
学
リ
ブ
ロ
ホ
ー
ル

●
講
演　
「
共
に
生
き
、
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
」合ご
う

津づ

文
雄
氏（
長

野
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

●
入
場
料　

無
料

　

福
祉
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
６
０
５
）

３月・４月は引越しや転勤などにより様々な手続きが必
要になります。この時期に合わせて、月～金曜日の夜間
や土・日曜日にも手続きが可能な「臨時窓口」を開設しま
す。どうぞご利用ください。

「臨時窓口」を開設します

お知らせ

手 続 き の 内 容 持　　ち　　物
（手続きにより持ち物が異なります） 窓　　　口

異動届・出生届・死亡届・婚
姻届などの受理
印鑑登録、外国人登録、住民
票の写し・戸籍謄抄本など諸
証明の交付
国民健康保険証の交付、葬祭
費の支給申請、子ども手当の
認定請求

印鑑、市民カードまたは印鑑登録証、
住基カード、市民証など。
国民健康保険証、介護保険被保険者
証、預金通帳
・子ども手当認定請求の場合は健康
保険証
・免許証など本人を証明する書類

市民課
（市役所本庁舎１階）
市民生活課

（丸子地域自治センター）

学校の指定に関する手続き
（転校など） 印鑑

納税証明書の交付
納税相談、税・料金等の納付 印鑑

収納管理課
（市役所本庁舎１階）
市民生活課

（丸子地域自治センター）
国民健康保険に関する届出（脱
退・加入など）
後期高齢者医療に関する届出
国民年金に関する届出

印鑑、国民健康保険証、社会保険資
格取得・喪失証明書、後期高齢者医
療保険証、年金手帳（基礎年金番号
通知書）、年金証書

国保年金課
（市役所本庁舎１階）
市民生活課

（丸子地域自治センター）
市営水道の開栓・閉栓手続き、
上下水道料金の納付・口座振
替手続き
※県営水道（塩田・川西地区の
一部）の手続きは、㈱ジェネッ
ツ（TEL29･0810）へお問い合わせ
ください。

・開栓手続き／印鑑・開栓手数料
1,000円
　閉栓手続きは電話で可
・口座振替手続／預金通帳（郵便局
も可）、届出印

サービス課
（市役所北庁舎１階）
上下水道課

（丸子地域自治センター）

場　所 市役所本庁舎・北庁舎 丸子地域自治センター

期　間 ３月22日㈫～４月３日㈰ ３月26日㈯・27日㈰
４月２日㈯・３日㈰

時　間 月～金曜日／午前８時30分～午後７時
土・日曜日／午前８時30分～午後５時15分 午前８時30分～午後５時15分

担当課
（問い合わせ）

市民課　　　TEL23･5334
学校教育課　TEL23･5101
収納管理課　TEL23･5117
国保年金課　TEL23･5118
サービス課　TEL22･1313

市民生活課
・異動届などの関係　　TEL42･1052
・納税の関係　　　　　TEL42･1028
上下水道課（業務係）　TEL42･1055

お
知
ら
せ
／
催
し



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

14

染
屋
台
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
で

里
山
を
体
験
し
よ
う
！

　

上
田
市
で
は
、
市
街
地
の
貴
重
な
緑
で

あ
る「
染
屋
台
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」で
、
市

民
協
働
に
よ
る「
里
山
整
備
・
森
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
染
屋
自
治

会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
つ
る
切
り
、
枝

打
ち
、
除
間
伐
、
植
樹
な
ど
の
作
業
を
行

い
ま
す
。
女
性
や
お
子
さ
ん
で
も
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
で
き
る
作
業
分
担
を
し
ま

す
。
な
お
、
徐
伐
し
た
樹
木
は
薪た
き
ぎ

材
と
し

て
持
ち
帰
り
可（
ケ
ヤ
キ
が
主
）。
自
然
の

中
で
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

３
月
20
日
㈰
午
前
９
時
〜（
昼

食
後
解
散
）

●
場
所　

染
屋
台
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
内
・

北
沢
の
森（
材
木
町
）

●
持
ち
物　

作
業
の
で
き
る
服
装
、昼
食
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー（
玉
切

り
用
）を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み　

３
月
16
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
公
園
緑
地
課
へ
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

'11 

in 

た
け
し

　

た
け
し
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て

い
る
教
室
の
体
験
や
発
表
、
健
康
推
進

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
体
力
測
定
な
ど
を
行
い

ま
す
。

●
日
時　

３
月
27
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所　

武
石
体
育
館

●
参
加
費　

1
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

●
申
し
込
み　

当
日
会
場
で
。

　

た
け
し
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

音
楽
村
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
コ
ダ
マ 

ス
プ
リ
ン
グ 

コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
１
ビ
バ 

チ
ャ
コ
ー
ナ
! ! 

17
世
紀

の
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」で
は
、
17

世
紀
イ
タ
リ
ア
の
舞
曲
な
ど
を
中
心
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
国
内
外
で
活
躍
す
る

最
強
古
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ア
ン
ト
ネ
ッ

ロ
と
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
の
彌み

勒ろ
く

忠た
だ

史し

が

お
贈
り
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
19
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

ま 

●
料
金　

前
売
り
２
０
０
０
円
、
当
日

２
５
０
０
円（
自
由
席
）

●
販
売
窓
口　

琴
光
堂
楽
器
店
、
セ
レ
ス

ホ
ー
ル
、
平
安
堂
上
田
店
・
上
田
し
お

だ
野
店
、
信
州
国
際
音
楽
村

　

㈶
信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６ 

信
州
国
際
音
楽
村

す
い
せ
ん
祭
り
２
０
１
１

　
「
信
州
国
際
音
楽
村
す
い
せ
ん
祭
り

２
０
１
１
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
期
間　

３
月
下
旬
〜
４
月
中
旬
頃

（
ス
イ
セ
ン
の
開
花
状
況
に
合
わ
せ
て

開
催
）。

　

期
間
中
は
、
ス
イ
セ
ン
の
花
を
お
楽
し

み
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

開
花
状
況
お
よ
び
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

㈶
信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

藤
井
貴
宏

オ
ー
ボ
エ
リ
サ
イ
タ
ル

●
日
時　

３
月
17
日
㈭
午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

ま 

●
出
演　

藤
井
貴
宏（
オ
ー
ボ
エ
）、
マ

テ
ィ
ア
ス
・
フ
ァ
イ
ト（
ピ
ア
ノ
）

●
演
奏
曲　

ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
ア
レ
グ
ロ
作

品
70（
Ｒ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
）、
オ
ー
ボ
エ

ソ
ナ
タ（
Ｈ
・
ホ
リ
ガ
ー
）、
こ
の
道（
山

田
耕
筰
）、
オ
ペ
ラ「
魔
笛
」よ
り（
Ｗ
・

Ａ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）ほ
か

●
料
金　

一
般
３
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
２
０
０
０
円（
自
由
席
。
未
就
学
児

不
可
）

●
販
売
窓
口　

信
州
国
際
音
楽
村

　

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン

　
　

TEL
03
・
５
７
３
０
・
０
０
５
０

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

信
州
上
田
の
偉
人
講
座

第
４
回

　
「
ふ
る
さ
と
上
田
に
は
偉
大
な
先
駆
者

た
ち
が
い
た
！
」国
内
や
世
界
で
活
躍
し

た
、
上
田
市
出
身
や
縁ゆ
か
り

の
人
物
を
学
ぶ
連

続
講
座
。

　

今
回
は
、
世
界
で
初
め
て
人
工
ガ
ン
を

発
生
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
日
本
の
病

理
学
者
・
山
極
勝
三
郎
博
士
に
つ
い
て
で

す
。

●
日
時　

３
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
講
演　
「
山
極
勝
三
郎
は
か
せ
の
生
涯

―

兎う
さ
ぎ

の
耳
よ
あ
り
が
と
う―

」神
田
愛

子
氏（
山
極
勝
三
郎
顕
彰
会
会
員
）

●
定
員　

１
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

３
月
10
日
㈭
以
降
、
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

※
駐
車
場
は
、
上
田
市
役
所（
無
料
）か
上

田
商
工
会
議
所（
有
料
）を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

　
　
　
　
　
　

催
し
／
講
座
・
教
室
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上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

受
講
者
を
募
集

◇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室（
前
期
）

●
日
時　

４
月
25
日
か
ら
の
毎
週
月
曜

日
、
午
後
７
時
〜
（
全
12
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円

◇
は
じ
め
よ
う
今
か
ら
楽
し
く
体
力
つ
く

り
教
室（
前
期
）

●
日
時　

４
月
25
日
か
ら
の
毎
週
月
曜

日
、
午
後
７
時
30
分
〜
（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館（
初
日
、

最
終
日
は
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ

ラ
ザ
う
え
だ
で
開
催
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円

◇
か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室（
前
期
）

●
日
時

４
月
19
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
〜
（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

（
初
日
、
最
終
日
は
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・

健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
で
開
催
）

●
定
員　

先
着
40
名

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

（
学
生
除
く
）

●
申
し
込
み　

３
月
９
日
㈬
〜
４
月
６
日

㈬
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
体
育
課
、
ま

た
は
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、
自
然
運

動
公
園
体
育
館
、
丸
子
総
合
体
育
館
、

真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ（
参

加
費
は
初
日
に
徴
収
）。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

長
野
病
院

第
57
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

３
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　
「
泌
尿
器
科
の
病
気
」〜
排
尿
障

害
を
中
心
に
〜

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

うめ　映画のロケをしているところが見たいんです。どうすればい
いの？

ＦＣ　いきなり見たいといっても、すぐに見られるわけじゃないん
だよ。

うめ　どうしてですか？
ＦＣ　映画のロケは、俳優のスケジュールや天候を綿密に調べて日

程が決まるんだ。だから、ロケ日にはスケジュールどおりの
分量を撮影しなくちゃいけないんだよ。そんな時に見学の人
が大勢いて、俳優やスタッフの邪魔をしたらいけないからね。

うめ　映画のロケは絶対に見ることができないの？
ＦＣ　そんなことはないよ。ＦＣのサポーターに登録して、エキス

トラ募集があった時に参加すればロケの現場に行けるし、俳
優たちと一緒に映画のワンシーンに登場することも夢じゃな
いんだ。でも残念ながらエキストラ以外には、ロケの場所や
時間、出演者などの情報は教えられないことになっているん
だ。これをきちんと守ることがＦＣの信頼につながるからね。

うめ　じゃあ、うめもエキストラになるためにサポーター登録しよ
う！

ＦＣ　登録は簡単！いつでも大歓迎だよ。

うめちゃんが
行く！ ②

　好奇心旺盛な小学５年生の真田う
めちゃん。「映画のロケが見たい！」
とフィルムコミッション（FC）の事務
局にやってきました。

シリーズ

　信州上田フィルムコミッション　TEL23･5408

映画のロケが見たい！

フィルムコミッション10周年

スキマスイッチ「虹のレシピ」CDジャケット
2009年４月、市内の小学生エキストラと第二中
学校で撮影
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春
休
み
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

ロ
ボ
ッ
ト
工
作
キ
ッ
ト「
レ
ゴ
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
」を
組
み
立
て
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
か
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

志し

村む
ら

裕ゆ
う

一い
ち

氏（
ア
イ
ズ
ア
カ
デ

ミ
ー
講
師
）

●
対
象　

小
学
生
高
学
年
〜
中
学
生

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
ロ
ボ
ッ
ト
は

持
ち
帰
り
不
可
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
ス

ク
は
可
）。

●
申
し
込
み　

３
月
14
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
39
・
１
０
１
０
）、

メ
ー
ル（info@

um
ic.jp

）で
情
報
セ
ン

タ
ー
へ（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

種
か
ら
育
て
る

花
づ
く
り
講
習
会

　

種
か
ら
育
て
る
花
づ
く
り
に
つ
い
て
の

基
本
編
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
17
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

（
２
時
間
程
度
）

●
場
所　

市
民
会
館
２
階
大
会
議
室

●
内
容　

花
の
特
徴
に
つ
い
て
、
上
田
に

適
し
た
花
づ
く
り
に
つ
い
て
。

●
講
師　

武
田
正
男
氏（
農
業
バ
イ
オ
セ

ン
タ
ー
所
長
）

●
申
し
込
み　

３
月
14
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
公
園
緑
地
課
へ
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

各
種
外
国
語
講
座

受
講
生
を
募
集

◇
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座

●
日
時　

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

事
務
局（
西
沢
）　

TEL
31
・
３
５
０
０

◇
韓
国
語
講
座

●
コ
ー
ス
／
日
時　

・
入
門
、
初
級
、
中
級
、
特
別
／
毎
週
木

曜
日
午
後
８
時
〜
９
時
30
分

・
昼
間
初
級
／
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

事
務
局（
土
屋
）　

TEL
42
・
３
５
０
７

◇
中
国
語
講
座（
入
門
、
初
級
、
中
級
）

●
日
時　

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

事
務
局（
池
上
）　

TEL
25
・
３
３
６
０

◇
ス
ペ
イ
ン
語
講
座

●
日
時　

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

研
修
室

　

事
務
局（
瀧
塚
）　

TEL
24
・
７
２
２
４

平
成
23
年
度
山
本
鼎
記
念
館

美
術
教
室

　

版
画
、
洋
画
、
木
彫（
農
民
美
術
）を
基

礎
か
ら
学
べ
る
講
座
で
す
。

●
受
講
期
間　

４
〜
12
月
の
毎
月
２
回

（
合
計
16
回
・
８
月
は
休
講
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
ま
た
は
午

後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館
１
階
講
習
室

●
コ
ー
ス
／
教
室
名（
講
師
）　

初
心
者

コ
ー
ス
／
洋
画
Ａ（
大
井
喜き

久く

氏
・
東

信（
上
小
）美
術
会
会
員
）、
木
彫
Ａ（
前

期
／
中
村
実み
の
る

氏
、後
期
／
鈴
木
良よ
し

知と
も

氏
。

両
者
と
も
長
野
県
農
民
美
術
連
合
会
会

員
）。
経
験
者
コ
ー
ス
／
洋
画
Ｂ（
宮
下

倬た
く

實み

氏
・
東
信（
上
小
）美
術
会
会
員
）、

木
彫
Ｂ（
前
期
／
清
水
義よ
し

博ひ
ろ

氏
、
後
期

／
徳
武
忠ち
ゅ
う

造ぞ
う

氏
。
両
者
と
も
長
野
県
農

民
美
術
連
合
会
会
員
）。
初
心
者
・
経

験
者
コ
ー
ス
／
版
画
教
室（
岩
田
良よ
し

雄お

氏
・
日
本
板
画
院
同
人
）。

●
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
16
回
分
。
受

講
料
は
開
講
日
、当
日
徴
収
。
道
具
代
・

材
料
費
は
別
途
実
費
）

●
申
し
込
み　

３
月
11
日
㈮
〜
21
日（
月
・

祝
）に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
山
本
鼎

記
念
館
へ（
３
月
16
日
㈬
は
休
館
）。

　

山
本
鼎
記
念
館

　
　

TEL
／
FAX
22
・
２
６
９
３

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

４
月
４
日
㈪
か
ら
開
講
す
る
、
第
１
期

（
４
〜
６
月
）の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
コ
ー
ス
／
日
時（
定
員
な
ど
）

・
成
人
水
泳
／
月
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
45
分（
定
員
15
名
）

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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・
成
人
水
泳（
初
級
）／
木
曜
日
午
後
６
時

45
分
〜
７
時
30
分（
定
員
10
名
）

・
成
人
水
泳（
中
・
上
級
）／
木
曜
日
午
後

７
時
40
分
〜
８
時
30
分（
定
員
15
名
）

・
幼
児
水
泳
／
月
曜
日
午
後
５
時
〜
５
時

45
分（
定
員
30
名
。
４
歳
〜
年
長
対
象
）

・
中
級
者
コ
ー
ス
／
月
曜
日
午
後
６
時
〜

６
時
45
分（
定
員
15
名
。
小･

中
学
生
対

象
）

・
初
級
者
コ
ー
ス
／
水
曜
日
午
後
６
時
〜

６
時
45
分（
定
員
30
名
。
泳
げ
な
い
小

学
生
対
象
）

・
ベ
ビ
ー
ス
イ
ム
／
水
曜
日
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
15
分（
定
員
15
名
。首
の
座
っ

た
頃
〜
２
歳
対
象
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
プ
ー
ル

●
参
加
費　

年
度
会
費
／
大
人
２
６
０
０

円
、
小
人
２
１
０
０
円
、
ベ
ビ
ー
ス
イ

ム
３
７
０
０
円（
保
険
料
含
む
）。
１
期

分
／
５
０
０
円
×
回
数
分
。
そ
の
他
別

途
入
館
料
が
必
要
。

●
申
し
込
み　

３
月
16
日
㈬
以
降
、
フ
ロ

ン
ト
に
て
受
付
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

TEL
72
・
２
５
０
０

自然の中でのびのび遊び
豊かな心を育む子どもたち

室賀保育園

　室賀保育園は、山あいの温泉「ささらの
湯」に向かう県道の途中にある、赤い屋根
の保育園です。一年を通して様々な野鳥の
声が響き渡り、周りの山々の色合いが、季
節の移り変わりを知らせてくれる豊かな自
然の中にあります。
　現在全園児35人の小規模園ですが、ど
の子も外で遊ぶのが大好きです。保育園の
隣にある園の畑を駆け回り、虫捕りをした
り、畑からつながる桜並木の土手を滑り降
りたり、時間のたつのも忘れて好きな遊び
に熱中しています。いつの間にか年長児の
膝に未満児が乗り、一緒に土手滑りをした
り、なかなか登れず滑ってしまう子がいる
と「つかまって」と、手を差し伸べるなど、
異年齢の子ども同士が自然にかかわり合う

姿も見られます。こうして、思いっきり遊
んだ子どもたちは、満足感で笑顔いっぱい
です。
　その笑顔をもって、子どもたちは保育園
の近くの福祉施設「室賀の里」や「しいのみ
療護園」へもおじゃまします。子どもたち
が歌を披露すると、施設利用者の皆さんも
一緒に歌ってくれます。利用者の方は、子
どもたちが、手や体をなでて「元気でね」と
声をかけると、とても喜んでくれます。そ
して、子どもたちも温かい気持ちをお土産
にもらって帰ってきます。
　こうしたかかわりを通して、これからも
地域で愛される保育園として、たくさんの

人と人とのつながり
を大切にしていきま
す。

室賀の里で「パワー届けるから待っていてね！」

「ねえ見て、見て、ここに
何かいるよ！」
虫探しに熱中する子ども
たち

＜広告欄＞
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の

ビ
デ
オ
制
作
講
座

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
の
番
組
づ
く

り
、
番
組
の
企
画
立
案
が
で
き
る
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
様
子
は
ビ
デ
オ
収
録
し
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
し
ま
す
の
で
同
意

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い（
元
気
づ
く
り

支
援
金
事
業
）。

●
期
日
／
場
所　

３
月
12
日
㈯
／
蚕さ
ん

都と

上

田
館（
観
光
会
館
隣
）、
３
月
13
日
㈰
／

長
野
大
学

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
内
容　

番
組
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
権

利
処
理
。
取
材
番
組
制
作
・
撮
影
実
習
。

番
組
編
集
講
座
。
ラ
イ
ブ
中
継
実
習
な

ど
。

●
講
師　

浜
谷
修
三
氏（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
メ

ラ
マ
ン
）、
前
川
道
博
氏（
長
野
大
学
企

業
情
報
学
部
准
教
授
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
持
ち
物　

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他　

会
場
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
寄
り
の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

３
月
11
日
㈮
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
蚕
都
上
田
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
へ
。

　

蚕
都
上
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　
　
（
竹
内
）　

TEL
／
FAX
38
・
７
７
７
１

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

平
成
23
年
度
長
野
県
民

交
通
災
害
共
済
会
員
を
募
集

　

会
費
を
納
め
て
会
員
に
な
っ
た
方
が
、

万
一
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
見
舞
金

を
支
給
す
る
制
度
で
、
県
内
15
市
が
共
同

で
行
っ
て
い
る
共
済
で
す
。

●
会
員
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
24
年

３
月
31
日（
中
途
加
入
の
場
合
は
、
会

費
納
入
の
翌
日
か
ら
24
年
３
月
31
日
ま

で
）

●
会
費　

１
名
４
０
０
円

●
加
入
方
法　

３
月
中
旬
頃
ま
で
は
、
自

治
会
で
取
り
ま
と
め
て
い
る
ほ
か
、
随

時
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。
小
中
学
生

は
、
団
体
加
入（
会
費
１
０
０
円
）に
な

り
ま
す
の
で
、
学
校
を
通
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
職
員
を
募
集

　

市
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

し
、
子
育
て
支
援
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く

パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
保
育
士
資

格
を
持
つ
、
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

60
歳
未
満
の
方
。

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３

月
31
日

●
勤
務
場
所　

市
内
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

●
勤
務
条
件
・
賃
金　

１
日
６
時
間
勤

務
を
基
本
と
し
、
週
30
時
間
の
範
囲
内

で
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
り
ま
す（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務
も
あ
り
ま
す
）。

社
会
保
険
加
入
。
賃
金
は
上
田
市
非
常

勤
職
員
設
置
要
綱
に
よ
り
支
給
。

●
職
務
内
容　

子
育
て
に
つ
い
て
の
相

談
・
助
言
、
親
子
ひ
ろ
ば
で
の
利
用
者

同
士
の
か
か
わ
り
へ
の
支
援
な
ど
。

●
応
募
方
法　

３
月
15
日
㈫
ま
で
に
履
歴

書
を
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
へ
持
参

（
郵
送
不
可
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
）。

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
後
、
面
接
に
よ

り
決
定
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

農
家
の
お
手
伝
い
さ
ん
を

募
集
し
ま
す
！

　

農
家
の
お
手
伝
い
さ
ん（
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
タ
ー
）の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

農
業
に
興
味
の
あ
る
方（
未
経
験
者
歓

迎
）、
余
暇
を
生
か
し
て
農
作
業
を
し
て

み
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

３
月
24
日
㈭
午
前
10
時
〜

●
場
所　
Ｊ
Ａ
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
会

議
室

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞
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わ
た
し
の
旅
１
０
０
選
は
、

平
成
17
年
に
文
化
庁
が
、
日
本

の
歴
史
や
文
化
の
全
体
像
、
特

色
を
旅
を
通
し
て
理
解
で
き

る
よ
う
に
選
定
し
た
も
の
で
、

「
わ
た
し
の
旅
」プ
ラ
ン
を
募

集
し
て
応
募
総
数
７
８
６（
内

６
１
２
は
個
人
か
ら
の
応
募
）

プ
ラ
ン
か
ら
、
１
０
５
プ
ラ
ン

を
選
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で「
歴
史
あ
り
、
文

化
あ
り
、
芸
術
あ
り
、
温
泉
あ

り
、
信
州
の
風
土
を
と
お
し
て

心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
旅
」と

し
て
、
上
田
市
内
と
長
野
市
な

ど
、
北
信
地
方
を
巡
る
２
泊
３

日
の
プ
ラ
ン
が
選
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
旅
程
は
、
Ｊ
Ｒ
上
田

向
か
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
紹
介
さ
れ
て
い
る

旅
程
の
中
に
は
貴
重
な
文
化
財

が
幾
つ
か
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
安
楽
寺
八
角
三
重
塔

は
国
宝
で
、
木
造
の
八
角
塔
と

し
て
は
全
国
唯
一
で
、
長
野
県

で
は
一
番
早
く
国
宝
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
重
要
文

化
財
は
次
の
三
つ
が
あ
り
ま

す
。
前
山
寺
三
重
塔
は
、
未
完

成
の
完
成
塔
と
い
わ
れ
二
・
三

層
の
縁
と
手
す
り
の
取
り
付
け

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
調
和
し
た

美
し
さ
で
、
完
成
し
て
い
る
と

し
て
こ
う
呼
ば
れ
ま
す
。
中
禅

寺
薬
師
堂
は
、
約
８
０
０
年
前

の
長
野
県
最
古
の
木
造
建
築
物

で
す
。常
楽
寺
石
造
多
宝
塔
は
、

鎌
倉
期
多
宝
塔
の
代
表
的
な
も

の
で
、
石
造
多
宝
塔
で
は
、
国

内
で
二
つ
だ
け
の
国
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
上
田
城
の
櫓や
ぐ
ら

な
ど
県

宝
に
指
定
さ
れ
る
も
の
も
幾
つ

か
あ
り
ま
す
。

安楽寺八角三重塔。
各層屋根の下は詰

つめ

組
ぐみ

といわれる木が
組まれている。

中禅寺薬師堂。独
とっ

鈷
こ

山の麓にあり、平
安末期か鎌倉初期の建立といわれる。

塩田平･別所温泉･
上田城･信濃国分寺

わたしの旅100選

駅
か
ら
信
濃
国
分
寺
跡
、
生
島

足
島
神
社
、
信
濃
デ
ッ
サ
ン

館
、
無
言
館
、
前
山
寺
三
重
塔
、

中
禅
寺
薬
師
堂
を
巡
り
、
別
所

温
泉
街
の
宿
に
到
着
。
北
向
観

音
、
安
楽
寺
八
角
三
重
塔
、
常

楽
寺
石
造
多
宝
塔
を
散
策
し
ま

す
。
ま
た
、
外
湯
巡
り
も
楽
し

め
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
上
田
城
、上
田
市
立
博
物
館
、

山
本
鼎
記
念
館
な
ど
が
紹
介
さ

れ
、
次
の
目
的
地
・
長
野
市
へ

＜広告欄＞
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市
民
農
園
の

利
用
者
を
募
集

　

市
内
に
あ
る
市
民
農
園
の
空
き
区
画
の

新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所

　

地　区 所　　在 枠数
常磐城１ 上田警察署付近 ６
常磐城２ 上田警察署付近 ３
岩門 岩門公民館北側 ２
神川黒坪 国分黒坪公園付近 ２
上田原１ 県営上田野球場付近 ２
上田原２ 別所線上田原駅北側 ２
下室賀１ ひばりヶ丘団地南西 ２
諏訪形２ 浄水場付近 ２
新田 染谷丘高校付近 １
下室賀２ ひばりヶ丘団地西 １

　

所
在
地
の
詳
細
は
、
上
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
農
政
課
窓
口
で
確
認
で

き
ま
す
。

●
利
用
料　

１
区
画（
約
１
０
０
㎡
）年
間

５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

３
月
16
日
㈬
ま
で
に
電
話

ま
た
は
、
農
政
課
へ
。
申
込
多
数
の
場

合
は
、
３
月
24
日
㈭
午
後
６
時
か
ら
市

役
所
本
庁
舎
６
階
大
会
議
室
で
抽
選
会

を
行
い
ま
す
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

統
計
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
長
野
県
や
上
田
市
が
統
計
調

査
を
実
施
す
る
際
に
調
査
票
の
配
布
・
回

収
な
ど
の
業
務
を
す
る
統
計
調
査
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
調
査
に
従
事
し
た
方
に

は
報
酬
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

次
の
①
〜
⑤
に
該
当
す
る

方
。

　

①
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
、
75
歳
未
満

の
健
康
な
方
。
②
責
任
を
持
っ
て
最
後

ま
で
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
方
。
③

調
査
時
に
知
り
得
た
秘
密
の
保
護
に
信

頼
の
お
け
る
方
。
④
税
務
・
警
察
・
選

挙
業
務
に
直
接
関
係
の
な
い
方
。
⑤
統

計
調
査
に
係
る
県
・
市
主
催
の
調
査
員

事
務
説
明
会
に
出
席
で
き
る
方
。

●
任
期　

２
年
間（
４
月
１
日
〜
平
成
25

年
３
月
31
日
）

●
申
し
込
み　

３
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
。
申
し
込
み
関
係
書
類
を
郵
送
し
ま

す
。

　

情
報
推
進
課　

TEL
22
・
４
３
０
１

募
集

＜広告欄＞

　ご寄付いただいた皆様、ありがとうございました。厚くお
礼申し上げます。（１月分）
◇長野県連合青果（株）様　みかん50箱／市内社会福祉施設へ
◇秋山雅彦様　現金30万円／ふるさと寄附金Ｆコースとして
◇土屋博様　現金10万円／ふるさと寄附金Ｆコースとして
◇馬場雄二様　現金10万円／ふるさと寄附金Ｆコースとして
◇小林司様　学校用図書並びに楽器一式（100万円相当）／神
科小学校へ

◇伊達直人爺ちゃん（匿名）様　現金22万円／新１年生の入学
服や靴や学用品として

◇伊達直人（匿名）様　ランドセル２個／上田市の新１年生へ
◇真田幸村公傍のおじさん（匿名）様　現金６万円／上田市の
子育て・子育ち活動へ

◇伊達直子（匿名）様　現金２万円／養護施設へ
◇匿名様　色鉛筆・鉛筆各４ダース／子どもたちへ
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１
月
30
日
、
真
田
地
域
の
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
で
少
し
早
い
豆
ま
き

（
下
の
写
真
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
豆
ま
き
は
、
同
地
域
の
国
道

１
４
４
号
沿
線
の
商
工
業
者
で
構
成
す
る「
幸
村
街
道
会
」が
主
催
し

た
も
の
で
、
今
年
で
15
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
地
域
に
福
を
ま
こ
う
と
、
午
前
か
ら
介
護
施
設
や
障

害
者
福
祉
施
設
な
ど
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は「
第
１
回

真
田
一
族
の
郷さ
と

お
宝
発
見
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゆ
き
む
ら
夢
工
房
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
に
は
27
組
が
参
加
。
真
田
氏
館
跡
や
真
田
氏
歴
史
館
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
を
巡
り
、地
域
の
歴
史
や
遺
跡
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
に
答
え
、

順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
内
で
は
同
地
域
を
拠
点
に
活
動
す
る
、

劇
団
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ
Ｗ

Ｚ
の
舞
台
・

真
田
の
物
語

「
孤こ

蝶ち
ょ
うの
舞
」

も
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
会
の

会
員
が
書
い
た
小
説
を
舞

台
化
し
た
も
の
で
す
。

　

舞
台
の
後
は
、
駐
車
場

で
温
か
い「
幸
村
鍋
」が
振

る
舞
わ
れ
る
中
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
の
表
彰
式
と
12

月
か
ら
公
募
し
て
い
た

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」の
愛
称
発

表（
上
の
写
真
）が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
会
の
会
員
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
半
年
ほ
ど
か
け
て
製
作
さ
れ

た
こ
の
着
ぐ
る
み
は
真
田
幸
村
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
。
１
５
０
通

に
上
る
応
募
の
中
か
ら
、
愛
称
が「
ゆ
き
た
ん
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
堀
内
幸
孝
さ
ん（
上
の
写
真
）は
、「
国
道
１
４
４
号
線
を
幸

村
街
道
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
の
思
い
で
、
平
成
７
年
に
会
が
発
足

し
ま
し
た
が
、
今
回
補
助
金
を
活
用
し
て
、
よ
り
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
」。

国
道
１
４
４
号
線
を
幸
村
街
道
と
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

そ
う
し
た
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

幸村街道会

堀
内
幸
孝
さ
ん　

ほ
り
う
ち
・
ゆ
き
た
か

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

＜広告欄＞

今年度、わがまち魅力アップ応
援事業の採択を受けた幸村街道
会。「真田一族の郷 しあわせむ
ら（幸村）のお宝発見ウォークツ
アー事業」として、同会の発足
から15年にわたって行われて
きた豆まきに、新しいイベント
のウォークラリーを加え、一大
イベントにしようとの取り組み
が進められました。今年度の補
助金は、このイベントに使われ
たほか、真田幸村の郷を内外に
アピールしようと、ゆるキャラ
「ゆきたん」の着ぐるみ製作にも
使われました。ゆきたんは、菅
平高原の冬イベントなどに参加
しています。
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学校や地域づくりを話し合う

　２月３日、柳町の上田大神宮で、大正
時代から続く節分追

つい

儺
な

祭が行われまし
た。
　神事の後、拝殿正面で厳粛な雅楽に合
わせて浦安の舞が奉納されると、拝殿前
に集まった約200名が静かに見入りまし
た。この浦安の舞は、一度途絶えていた
ものを15年前に復活させたもの。今年
の舞姫は、３期目で、高校２年生の宮下
真
まな

香
か

さんと、水科貴
き

絵
え

さんです。
　その後、年男・年女や節分講に参加し
ている人により豆まきが行われました。
拝殿前の舞台から、「鬼は外、福は内」の
掛け声に合わせて、豆や福あめ、みかん
がまかれると、集まった人は袋を差し出
したり、手をあげて受け取っていました。
豆を拾いに家族と訪れた平野稔さん（柳
町）は、「１年の福をもらいに来ました。
今年、家族が元気で過ごせればと思いま
す」。
　同大神宮の水科民

たみ

英
ひで

禰
ね

宜
ぎ

は、「皆さん
が舞を見て春を感じていただき、福を持
ち帰って、健康で元気に暮らしてもらえ
ればいいですね」と話していました。

厳
か
な
浦
安
の
舞
を
奉
納

上
田
大
神
宮
の
節
分
追
儺
祭

丸子地域青少年ネットワーク会議

　

２
月
８
日
、
丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
第
４
回
丸
子
地
域
青
少
年
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
活
動

の
反
省
と
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
会
議
は
年
４
回
開
催
さ
れ
、
丸
子
地

域
に
あ
る
小･

中･

高
７
校
の
代
表
者
が
集
ま

り
、
学
校
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
す
る
た

め
の
活
動
を
話
し
合
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
従
来
か
ら
の
７
校
合

同
あ
い
さ
つ
運
動
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活

動
の
ほ
か
に
、
新
た
に
ス
マ
イ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ス
マ
イ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
丸
子
地
域

の
中
心
市
街
地
に
あ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
各
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
制

作
し
た
作
品
を
２
週
間
程
度
展
示
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
に
情
報
発
信
し
、
集
い
の
場
を

つ
く
る
こ
と
や
、
普
段
見
る
こ
と
が
少
な
い
他
校
生

徒
の
作
品
を
見
る
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

来
年
度
へ
の
課
題
と
し
て
は
、
学
校
を
飛
び
出
し

た
活
動
と
し
て
、
事
業
を
地
域
全
体
に
広
げ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、４
地
域
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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　１月18日、武石生活改善グループの皆さんが、武石小学校の２年生と豆腐作りをしました。これ
は県の信州の食と農のセミナー事業として、小学校に隣接する畑で豆腐の材料となる大豆の栽培から、
武石小学校の２年生と一緒に取り組んできたものです。
　豆腐作りは、水につけて軟らかくした大豆を細かくすりつぶし、煮てできた汁をこし袋に入れて、
しぼります。すると、汁が豆乳になり、しぼりかすがおからになります。豆乳の味見をした子どもた
ちは「おいしい！」と、うれしそうでした。豆乳ににがり液を混ぜ、温度を80℃に保つとおぼろ状に
なり、布で包んでゆっくりと水気をしぼり、冷やすと豆腐が完成しました。保護者の協力もあり、お

からを使ったサラダなども完成。給食
の時間に、自作の豆腐やおから料理を
食べた子どもたちは「家でも作ってみた
い」と話していました。
　自分で育て収穫した大豆を材料にし
た豆腐作りは、子どもたちの体や心にも
栄養満点で、味も格別だったようです。

武
石
小
学
校
で
豆
腐
作
り

作
っ
て
楽
し
い
！
食
べ
て
お
い
し
い
！

　

さ
な
だ
み
ん
な
の
生
活
展
が
１
月
22
日
、
真
田
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
す
る
真
田
地
域
消
費
生
活
展
実
行
委
員
会
で

は
、
今
年
27
回
目
の
開
催
に
あ
た
り
、
よ
り
幅
広
い

分
野
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
参
加
団
体
が

６
団
体
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
親
し
み
や
す
い

よ
う
に
と
イ
ベ
ン
ト
の
名
称
を「
さ
な
だ
み
ん
な
の

生
活
展
」に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
も
あ
り
、
例
年
を
上
回
る
約
８
０
０
人
が
会

場
を
訪
れ
、
受
付
で
配
布
さ
れ
た
先
着
３
０
０

人
限
定
の
お
に
ぎ
り
引
換
券
も
開
場
１
時
間
ほ

ど
で
終
了
す
る
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
各
種
団
体
の
研
究
活
動
の
展

示
発
表
の
ほ
か
、
高
齢
者
被
害
防
止
Ｐ
Ｒ
、
資

源
物
回
収
業
者
に
よ
る
ご
み
に
関
す
る
講
演
、

各
小
中
学
校
の
ダ
ン
ス
や
寸
劇
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
お
茶
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
来
場
者
は
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
に
生

か
せ
る
情
報
を
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
て
い
ま

し
た
。

　

来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
寒
い
時
季
だ

が
、
来
て
良
か
っ
た
」「
食
生
活
の
大
切
さ
が
身

に
し
み
た
」「
ご
み
の
分
別
が
勉
強
に
な
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さなだみんなの生活展

暮らしに役立つ情報が集まる



市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

人口：159,173人　男：77,874人  女：81,299人　世帯数：62,335戸　
外国人登録者数：4,057人　男：1,887人　女：2,170人

人の動き（平成23年２月１日現在）

　

柳
町
地
区
の
住
民
で
作
る
柳
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、
旧
北
国
街
道
柳
町
の
街

並
み
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
本
年
度
の「
手
づ
く
り
郷
土（
ふ
る
さ
と
）

賞
」（
一
般
部
門
）を
受
賞
し
、
2
月
11
日
に
、
認
定
証
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

手
づ
く
り
郷
土
賞
は
、
地
域
固
有
の
自
然
や
歴
史
、
伝
統
、
文
化
や
地
場
産
業
な

ど
を
活
用
し
て
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
全
国
各
地
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
、
今
年
度
25
回
目
と
な
る
国
土
交
通
大
臣
表
彰
で
す
。

　

柳
町
は
、
北
国
街
道
・
上
田
宿
の
う
ち
、
上
田
城
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
町
の

一
つ
で
、
格こ

う

子し

や「
う
だ
つ
」の
あ
る
建
物
、
白し

ら

壁か
べ

の
土
蔵
な
ど
、
城
下
町
の
趣
を
伝

え
る
街
並
み
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
建
物
の
修
景
や
、
石
畳
・
景
観
水
路
の
復
元
な
ど
に
よ
り
、
歴
史

的
な
街
並
み
を
取
り
戻
し
た
柳
町
で
、
夏
祭
り
や
講
演
会
、
落
語
の
上
演
な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
、
住
民
や
地
元
青
年
会
に
よ
る
花
植
え
、
街
路
の
維
持

管
理
、
観
光
客
の
た
め
の
案
内
設
置
な
ど
、
街
並
み
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
住
民
が
増
え
、
協
議
会
発
足
以
降
、
９
店
舗
が
開

店
す
る
な
ど
、
町
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
と
交
流
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

柳
町
を
含
め
た
上
田
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰

「
手
づ
く
り
郷
土（
ふ
る
さ
と
）賞
」受
賞

提
供
／
柳
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。

広
報
う
え
だ 

１
１
９
平
成
23
年
３
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
集　

上
田
市
秘
書
課　

〒
３
８
６-

８
６
０
１
長
野
県
上
田
市
大
手
１-

11-

16  

TEL
０
２
６
８
・
22
・
４
１
０
０  

FAX
０
２
６
８
・
23
・
５
２
４
１

No.


	表紙／目次
	平成22年度市民による事業評価①
	平成22年度市民による事業評価②
	上田地域定住自立圏2月3日に「中心市宣言」①
	上田地域定住自立圏2月3日に「中心市宣言」②
	長野県議会議員一般選挙①
	長野県議会議員一般選挙②
	情報ぴっくあっぷ①
	情報ぴっくあっぷ②
	情報あ・ら・かると（お知らせ①）／今月の表紙
	情報あ・ら・かると（お知らせ②・催し①）
	情報あ・ら・かると（お知らせ③・催し②）
	情報あ・ら・かると（お知らせ④・催し③）
	情報あ・ら・かると（催し④・講座・教室①）
	情報あ・ら・かると（講座・教室②）／ＦＣ10周年シリーズ「うめちゃんが行く！」
	情報あ・ら・かると（講座・教室③）
	情報あ・ら・かると（講座・教室④）／キラリ★輝くこどもたち！
	情報あ・ら・かると（講座・教室⑤・募集①）
	上田の百選
	情報あ・ら・かると（募集②）／あたたかい心
	情熱地域
	四ツ葉スケッチ（上田・丸子）
	四ツ葉スケッチ（真田・武石）
	読者通信

